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本稿は,初期近代イギリスを代表する外交官,文人,造園家であり,またジョナサン ･ス
ウイフトのパ トロンとしても有名なサー ･ウイリアム ･テンプルの家系を考察したものであ
る｡ここでは,同名の祖父サー ･ウイリアム ･テンプルと父親サー ･ジョン ･テンプルを取
り上げる｡本稿は,テンプルの政治思想研究に関する筆者の全体計画の一部を成すものであるO
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Ⅰ
サー ･ウ イリアム ･テ ンプル (SirWilliam
Temple,1628199)-以下,テンプルと記す-は,
1628年 4月25日にロンドンで誕生 した｡同じ年に
生まれた人物としては,ピューリタニズム文学を代
表する散文作家で,キリス ト者として持つべき信仰
の本 質 を説 い た寓 意物 語 『天路 歴 程 』 (The
Pilgrim'sProgress,PartI,1678;PartI,1684)の著
者ジョン ･バニヤン,オランダの風景画家で ドイ
ツ ･ロマ ン派絵画に影響を与えたヤーコブ ･フア
ン ･ロイスダール,フランスの詩人 ･童話作家で,
テンプルも深 く関与することになる ｢新旧論争｣の
きっかけを作 った 『ルイ14世の世紀｣l(si～lede
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のもこの年であった｡またこの年は,チャールズ
1世の第三議会が国王の圧政にたいして ｢権利の請
願｣(petitionofRight)を提出し,後のピューリタ
ン革命や名誉革命お よび ｢権利章典｣ (Billof
Rights)-の道を開くことになる画期的な年であっ
た｡さらに,チャールズ1世の寵臣バッキンガム公
ジョージ ･ヴィラ-ズが暗殺され,それを契機にチ
ャールズの親政が事実上始まった年でもあった｡
テンプル家の系図によれば,同家の祖先は13世
紀のへンリ3世時代にレスターシヤーのウェルズバ
ラ (Whelesburgh)近 くの小村テンプル ･ホール
(TempleHal)に住んでいたロバー ト･ド･テンプ
ルにまで遡ることができる `1㌧ この地は元来テン
プル騎士団の所領であったが,やがてテンプル家に
交付された｡テンプルという家名もその地名に由来
するとされる '21｡
テンプル家と言えば,サー ･ウイリアム ･テンプ
ルに繋がる家系 と,バ ッキンガムシヤーのス トウ
(stowe)に本拠を置き,ウイリアム ･ピット (級
のチャタム伯)やジョージ ･グレンヴイルなどの将
来性豊かな若者たちを庇護して反ウオルポール派グ
ループを率いたコバム子爵リチャー ド･テンプルに
繋がる家系がある｡両テンプル家は祖先を同じくし,
16世紀中葉にウオーリック州バー トン ･ダセット
(BurtonDassett)のピーター ･テンプルから分岐
した (3'｡すなわち,このピーターに2人の息子が
いた｡長男のジョンはコバム子爵に繋がるス トウの
テンプル家の創始者 となり,次男のアンソ二はサ
ー ･ウイリアムに繋がるテンプル家の創始者となっ
た (4-｡ピューリタン革命の際,チャールズ1世の
死刑判決文に署名した ｢試適者｣(regicide)のジェ
イムズ ･テンプルとピーター ･テンプルはス トウの
テンプル家の系譜に属する 5`'｡そのうちのジェイ
ムズは,テンプルの父親サー ･ジョンの又従兄弟で
あった｡またコバム子爵の祖父サー ･ピーター ･テ
ンプル (6'も,サー ･ジョンの又従兄弟であった｡
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Ⅰ
テンプルの家系のなかから2人の人物を見ておこ
う｡同名の祖父サー ･ウイリアム ･テンプルと父親
サー ･ジョン･テンプルである｡まず,祖父のサ
ー ･ウイリアムはイー トン校で学んだ後,1573年
にケンブリッジ大学のキングズ ･カレッジに入学日),
76年にフェローとなり,81年に学位を取得した (8)｡
彼は,ルネサンス期フランスの哲学者で論理学者で
あるペ トルス ･ラムス(ピェ-ル ･ド･ラ.ラメ-)
の熱烈な信奉者であった｡周知のように,ラムスは
スコラ学の中心思想であるアリストテレス主義を批
判し,修辞学を取り入れながら新たな論理学を構築
しようとした人物であり,その思想は,プロテスタ
ンティズムと連動しつつ,16世紀後半から17世紀
前半にかけてヨーロッパの思想世界に大きな影響を
与えた｡いわゆる ｢ラムス主義｣(Ramism)である
し9)｡ウイリアムは早くからラムスに惹かれ,典型的
なラミス トの1人となった｡1580年には,アリス
トテレス主義者でケンブリッジ大学セント･ジョン
ズ･カレッジのフェローであるエバラード･デイグ
ビがラミズムを攻撃するパンフレットを出版する
と,直ちにそれを批判するパンフレットを書いてい
る｡そしてそれを契機として,両者の間で論争が起
こった (1㌔ この論争は,ラミズムをめぐってイング
ランドでなされた哲学論争のなかでも代表的なもの
の1つとなった｡
学業を終えたウイリアムは,1584年にリンカー
ン･グラマー ･スクールの教師になった｡その年,
彼はラムスの 『弁証法』 (Dialectique)を編纂し,
注釈を付して刊行している 1`1)｡その注釈書は,ケ
ンブリッジ大学出版部から出された最初期の書物で
あった (12'｡また刊行直後から論理学のテキストと
して広 く用いられ,1591年にはフランクフルトで
も出版された (13)｡なお,ウイリアムはこの注釈書
を典型的なルネサンス宮廷人で詩人 ･軍人 ･政治家
として有名なサー ･フィリップ ･シドニに献呈して
いる｡ウイリアムの才能を認めたシドニは 1`4),85
年11月に彼を秘書として採用した｡その後シドニ
がオランダを救援するため対スペイン戦争に従軍す
ると,ウイリアムもシドニに随行してオランダに赴
いた｡だがシドニは86年にズー トフェン攻防戦で
戦傷,ウイリアムの腕のなかで息を引き取ったと言
われている 一一5)｡有能な秘書としてシドニに仕えた
ウイリアムは,シドニの遺言によって年金30ポン
ドを与えられている (16)｡その縁から,テンプル家
とシドニ家の親交はその後も長く続いた｡
シドニ没後のウイリアムは,3名の高官の秘書と
なった｡まず最初は外交官で国務大臣のウイリア
ム･デーヴイソン,次いで枢密院書記官のサー ･ト
マス ･スミス,最後に第二代エセックス伯ロバー
ト･デヴルーである｡エセックス伯には1594年か
ら1601年まで仕えた｡その間の1597年,ウイリア
ムはエセックス伯の影響力によってスタフォードシ
ヤーのタムワース (Tamworth)選挙区から庶民院
議員に選出されている｡エセックス伯は著名な軍
人 ･廷臣で,オランダにおけるスペインとの戦闘で
武勲を立て,帰国後の1587年に主馬頭 (Masterof
theHorse)に就任,翌88年にはガーター勲爵士
(比lightoftheGarter)に,93年には若干27歳の若
さで枢密顧問官 (privyCouncilor)になった｡こ
の時期のエセックスは国民的英雄であり,晩年のエ
リザベス女王の寵愛を受けていた｡しかしやがて最
大のライバルであるロバート･セシル (後の初代ソ
ールズベリ伯)との権力闘争が激化,アイルランド
における反乱の鎮圧に失敗した後は女王の寵愛も失
い,1601年にはクーデター計画も頓挫して大逆罪
で処刑された(17｡そのためウイリアムもしばらく
の間不遇をかこったが,1609年11月にダブリン･ト
リニティ･カレッジの学長のポストに就いたO
ダブリンの トリニティ ･カレッジ (Trinity
Colege,Dublin)は,アイルランドをイングランド
化するために,イングランド出身の入植者子弟の高
等教育機関として1592年3月にエリザベス女王の
勅許を得て設立されたアイルランド最古の大学であ
る 1`8)｡同カレッジは創設当初からケンブリッジ大
学と強い関係にあった｡初代から五代までの学長は
すべてケンブリッジの出身者であり,初代のチャン
セラーとなったバーリ卿ウイリアム ･セシル (前出
のロバート･セシルの父)は,ケンブリッジ大学の
チャンセラーでもあった (19'｡学内の宗教的雰囲気
は当然のごとく国教会中心で,入学が許されたのは
プロテスタントの学生に限られていた｡しかしイン
グランドに比べて国教会の規制が弱かったために,
設立後約半世紀間は寛容を旨とし,ピューリタンは
もとよりかなりの数のカトリック教徒も学んでいた
'20)oゥィリアムは設立された17年後に第四代学長
となり,72歳で没するまでその地位にあった｡彼
を招哨したのは,同カレッジの副チャンセラーで
あるルーク･チャロナ-とも,神学教授で後にア-
マ-大主教となるジェイムズ･アッシヤーとも言わ
れている 2`1)O
アイルランドに渡ったウイリアムは,その後の人
生をその地で送ることになった｡テンプル家がアイ
ルランドと強い関係を持つようになったのはこのと
きからである｡やがてウイリアムはダブリンの有力
者の一人となった01610年1月には大法官庁主事
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(MasterinChancery'2')に任命され,14年にはダ
ブリン大学選挙区からアイルランド議会の庶民院議
員に選出されている｡また22年にはナイ ト爵を授
けられている｡死去 したのは1627年 1月15日,同
名の孫が誕生するおよそ1年前であった｡孫のテン
プルが政界に身を置きながらも常に知的雰囲気を持
ち続け,早 くから庭園への関心や静諸な観想的生活
に憧れたのは,祖父ウイリアムの学究的生き方と何
らかの関係があったのかもしれない｡またテンプル
はエピクロス主義者としてアリス トテレスと一線を
画したが,それもまた,典型的なラミス トとしてア
リス トテレス主義と闘った祖父の血を引いたものと
言いうるかもしれない｡われわれは,別な機会に祖
父ウイリアムに再び論及するであろう｡
Ⅱ
祖父ウイリアムには2人の息子と3人の娘がいた伍'｡
そのうちの長男サー ･ジョンがテンプルの父親であ
る｡ジョンは1600年にアイルランドで誕生,ダブ
リンの トリニティ･カレッジを卒業した後,リンカ
ーンズ ･イン法学院で法律を学んだ｡その後チャー
ルズ 1世に仕え,27年 6月にサリー州のジョン ･
ハモンドの娘メアリと結婚 した (24-｡ハモンドは,
ジェイムズ1世とヘンリ皇太子の侍医を務めた著名
な医学者である｡ハモンド家の者については別稿で
考察するとして,廷臣であったジョン･テンプルは
1633年にチャールズ 1世がスコットランドを訪問
した際に彼に随行,その地でナイ ト爵に叙されたo
また41年にはアイルランドの記録長官 (Masterof
theRols)と枢密顧問官 (priW Councilor)に任命
されている (25-｡記録長官は,法廷記録や政府記録
などを保管している公立記録保管所(publicRecord
Office)の長で,後には控訴院の首席判事も務めた高
位の法官である｡実入りの良いポス トで,年収は少
なくとも900ポンドあったと言われている (26)0
アイルランドに赴任 して間もない1641年10月23
日,アイルランド北部のアルスタ一地方でサー ･フェ
リム ･オニールたちの指導する武装蜂起が勃発 し
た｡この蜂起はイングランドの政治的 ･経済的 ･宗
教的抑圧に反発して起こったものであ り,当初は
｢オールド･アイリッシュ｣(OldIrish)が主体であ
った｡だがしだいに ｢オール ド･イングリッシュ｣
(01dEnglish)も反乱側に加わり,やがてアイルラ
ンド全島に波及して,以後約11年間に及ぶアイル
ランド･カトリックの大反乱へと発展していくもの
となった L27'｡蜂起が勃発 したとき,サー ･ジョン
はダブリン城すなわちダブリン政庁の兵端確保に大
きな功績を挙げた｡ トマス ･カー トは次のように書
いている｡
｢記録長官のサー ･ジョン ･テンプルは,最も信
用できる何名かのプロテスタント商人を呼んで,
彼らの商品が今やダブリンの街でどれほど危険な
状況にあるかを説明した｡そしてそれら商品を守
るためには,ダブリン城内に運び入れるのが良い
とアドバイスした｡--･さらに彼は,もし彼らの
商品が公のために消費された場合,責任をもって
それ相当の代金を支払うことを約束した｡-･-こ
の巧みな計略によって,彼は2000樽の牛肉,
2000樽のニシンおよび大量の小麦を確保 した｡
それらは,ダブリン城への食糧供給に寄与したの
みならず,--･後にはダブリン市で宿営していた
軍隊への救援物資としても大いに役立った｡(28)｣
サー ･ジョンは,この武装蜂起にたいして強い恐
怖心と敵意を抱いていた｡彼はアイルランド王国軍
最高司令官のオーモンド伯 (後に公爵)に,反逆者
とその支援者をあらゆる手段を講じて捕まえ皆殺し
にし,彼らのいる建物や町を焼き尽くして反乱を完
全制圧するよう命ずる書類に署名した対アイルラン
ド強硬派の一人であった z`p'o彼がこのような残忍
極まりない命令書にサインしたのは,アイルランド
のカトリックがプロテスタント移住者を大量に殺我
したからであった｡すなわち,後述するサー ･ジョ
1646)が強調しているように,この武装蜂起によっ
て多くのプロテスタント移住者が殺害され,当地の
イングランド人たちはパニックに陥っていた｡反乱
を鎮圧 しなければ,反逆者たちは ｢王国内の全ブリ
テン人とプロテスタントを捜し出して一人残らず虐
殺する (30'｣に違いないoこのように考えたサー ･
ジョンは,反逆者たちを ｢根絶｣しなければならな
いと確信したのであった '31㌔
チャールズ1世も布告で反乱を非難し,その関与
者を国王にたいする敵であると断じていた (32'｡し
かし,1642年8月にイングランドで国王派と議会
派との内戦が勃発すると,アイルランド･カトリッ
クにたいする国王の態度は一変し,彼らとの和平を
望むようになった｡反乱鎮圧のために割いていた兵
力をイングランドにおける議会軍との戦いに向けな
ければならなくなったからである｡そこでチャール
ズは,オーモンドに ｢アイルランド･カトリック同
盟｣(confederateCatholicsoHreland)との和平交
渉に当た らせた｡その結果,1643年 9月に停戦
(cessationofAm S)が成立した (3-｡この和平交渉
を,サー ･ジョンが怒 りの面持ちで眺めていたこと
は想像に難 くない｡というのも彼は,イングランド
の内乱に関しては議会派を支持 していたからであ
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る｡彼は,国王自身がアイルランドの反乱の指導者
たちと何らかの繋がりがあるのではないか,また,
和平をとおしてイングランドをカトリック化してい
こうとしているのではないかという疑念を才如､てい
た｡したがって,停戦には徹底して反対であった｡
そのため,43年8月にオーモンドによって他の3
名の枢密顧問官たちとともに逮捕され,ダブリン城
に幽閉された｡とくにサー ･ジョンの場合,その年
の5月と6月に国王を中傷する2通の手紙を書いて
いたということも逮捕理由となった (34)｡監禁は
1年あまり続いた｡しかし,議会派によって拘禁さ
れていた人物と引き替えに釈放され,イングランド
へ戻ることが許された｡イングランドへ渡ったサ
ー ･ジョンは,収入が絶たれたことの埋め合わせと
反乱勃発時の功績にたいする報奨として,シドニ家
の影響力でサセックス州チチェスター選挙区の議席
が与えられた｡そして46年から48年のいわゆる
｢プライドの追放｣ (pride'sPurge)までの2年間,
｢長期議会｣(LongParliament)の庶民院議員を務め
たのであった (3510
サー ･ジョンは,庶民院議員となった1646年に
前出の 『アイルランドの反乱』を出版している｡そ
の内容は,正式なタイトル77teIhshRebelion:Or,
AnHisloγyoftheBeginningsandFirstProgressof
theGenenlRebelionRaisedwithirl,theKingdom
ofIrelα裾d,uponthe77LreeandTwentiethDayof
October,intheYearl641.Togetherwiththe
BarbarousCrueltiesandBloodyMassacreswhich
ensuedlhereuponからも明らかなように,1641年
10月の武装蜂起の理由とその後の5年間の推移を
歴史的に論じたものである｡すなわち彼によれば,
長年にわたってイングランドの支配下に置かれてき
たアイルランド人は,イングランドからのプロテス
タント移住者たちに ｢古くからの敵意や嫌悪感｣を
抱いていた｡しかしそうした感情も,やがて ｢彼ら
の愛情が強く癒合する｣ことによって目立たなくな
り,｢両国民はこの40年間,ともに平和に暮らして
きた (36)｣｡そこには安全と慰安があり,友情と協調
があった｡また通商も栄えていた｡しかるにそうし
た状況も次第に変化し,アイルランド社会に暗雲が
垂れこめるようになった｡サー ･ジョンは,反乱が
予期できぬものであったこと,およびそれが ｢ロー
マカトリック教会に忠実なミア ･アイリッシュばか
りか,あらゆるオールド･イングリッシュをも含む
あまねき背信であり反逆であった (37'｣ことを指摘
する｡そして反乱の背後には,カトリックの聖職者
たちがいたことを強調する｡つまり,カトリックの
聖職者たちはアイルランドにおけるローマ教皇の利
益を回復させるために,ミア ･アイリッシュのみな
らず,オールド･イングリッシュをもけしかけ武力
蜂起へと駆り立てたというのである｡
サー ･ジョンは,カトリック聖職者たちのなかに
プロテスタントにたいする強い憎悪の感情が渦巻い
ていたことを詳述する｡彼の見たアイルランドの反
乱は,カトリックの大規模なプロテスタント攻撃の
一環にほかならず,反乱の指導者たちはアイルラン
ドにおけるイングランド人プロテスタントを一掃
し,かつ根絶することをもくろんでいた｡いな,そ
ればかりか英語の響きすらをも嫌悪して,｢それを
用いる者には罰則を与え,あらゆる英語の名称を古
いアイルランドの呼び名に変えようとさえした(38)J｡
しかも彼らの攻撃は家畜にまで及び,｢多くの地域で
イングランド産の牛や羊が殺されたのであった｡そ
れは,それら家畜が単にイングランド産であるとい
う理由からにすぎなかったのである(39'｣｡サー ･ジ
ョンは,反乱が宗教的理由に起因し,反乱の指導者
たちの意図はプロテスタンティズムを否定して,ア
イルランドをかつてのようなカトリック教国として
復興させるところにあったという｡そして彼は,-
たび反乱が成功すれば,首謀者たちは次にイングラ
ンドのカトリック化を画策し,チャールズ1世を支
援してイングランドに攻撃を仕掛けること間違いな
いと警告するのである(40)｡
以上が,『アイルランドの反乱』のおおよその内
容である｡全体的にイングランド人のプロテスタン
ト的偏見が強く,客観性や正確性という観点から見
た場合,さまざまな問題をはらんでいる｡しかし刊
行直後からセンセーショナルな話題を集め,後述す
るように,その後のイングランドの対アイルランド
政策に決定的なまでの影響を与えた｡とりわけこの
書物が世間に与えた衝撃は,略奪,焼き打ち,右打
ち,鞭打ち,水責め,生き埋め,内臓えぐり,八つ
裂き,絞首など,カトリックによる極悪非道な残虐
行為と老若男女を問わない恐怖に満ちた無差別大量
殺我をめぐる記述であった｡サー ･ジョンによれば,
この反乱で殺されたプロテスタント入植者の数は,
1641年10月23日の反乱勃発から43年9月15日の
停戦成立までの約2年の間に30万人以上であった(4㌔
もちろんこの数字は誇張である｡しかし,彼の目的
は反乱の客観的な歴史的分析というよりも,アイルラ
ンド･カトリックの残忍性を訴えるところにあ り`42),
それゆえあえてこのような数字を挙げたのであっ
た｡そしてその際彼は,自らの挙げた数字や記述内
容に信悪性と説得力を持たせるためにダブリン政庁
の公式文書や書簡類を引用するとともに,虐殺を免
れた生存者たちの証言を集めたいわゆる ｢1641年
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の供述書｣(the1641depositions)に依拠しながら
叙述を進めたのである(43)0
サー ･ジョンの書物以外にも,反乱勃発直後から
数多くのパンフレットや報告書が書かれている (44'｡
そしてそれらも,『アイルランドの反乱』と同様に
大量殺教が行われたことをセンセーショナルに伝え
ている｡たとえばダブリン政庁の法官たちは,1642
年3月までに154,000人ものプロテスタントが殺さ
れたとチャールズ1世に報告し'45',またある者は,
反乱指導者の一人であるコナ一 ･マグワイアの裁判
で,最初の 4カ月間にアルスタ一地方だけでも
152,000人が虐殺されたと証言しているのである (46-0
多くのプロテスタントが殺害されたことは事実とし
ても,サー･ジョンの挙げた数字は極端に多く,既
述のように,その数実に30万人以上であった｡だ
が当時の人口はアイルランド全土で約210万人 (47),
そのうちプロテスタントは8万人から125,000人で
あったと言われている (48)｡30万人という数字がい
かに誇張されたものであるかをここからもうかがう
ことができよう｡しかし,このように誇張した数字
を提示したこと自体にサー･ジョンの政治的意図が
あった｡けだし彼は,｢大虐殺｣を喧伝することに
よって,国王がアイルランドのカトリック勢力と結
託するのを阻止し,議会派に武力でもってアイルラ
ンドを完全征服させようとしたのである 4`9'｡
サー ･ジョンの思惑は大成功であった｡これが出
版されると,人びとに大きな衝撃を与えた｡虐殺を
実際に目撃し,しかもダブリン政庁の中枢にいた人
物によって書かれたものであるがゆえに,そこに記
載されている事柄は事実として信じられ,ほぼその
まま受け止められた｡もっとも,同じテーマを扱っ
たパンフレットのなかには反乱の経緯や死者の数を
めぐって異論を唱えるものもあった 5`0)｡しかし,
『アイルランドの反乱』の与えた衝撃は圧倒的で,
それを読んだプロテスタントたちを驚惜させ恐怖さ
せ激怒させた｡サー ･ジョンが警告したように,彼
らはアイルランドの反逆者が海を越えてイングラン
ドに侵攻してくると信じた｡そしてイングランドの
カトリックがそれに呼応して反乱を起こすのではな
いか,その背後ではフランスとスペインが陰謀の糸
を操っているのではないか,との強い疑念を抱いた｡
もちろん,それらは現実のものとはならなかった｡
しかし,アイルランド?カト)ックは無知で野蛮で
残忍極まりないという観念と ｢大虐殺の神話｣はプ
ロテスタントの心中深く根づき,彼らの敵慢心を煽
り立て,かつまた復讐の念を燃え上がらせたのであ
った (51)｡1649年にアイルランド遠征に乗り出した
クロムウェルが,自らを ｢神の正義の使者｣と任じ
つつ,カトリックの虐殺を血の報復として正当化し
たことはよく知られている｡ ドロイ-ダで2,000人
を殺害したクロムウェルは,イングランドの庶民院
議長に,｢私の確信するところでは,これは非常に
多くの罪なき人びとの血で自分たちの手を染めた野
蛮な卑劣漢に下された神の正しさ審判である(52'｣
と報告している｡『アイルランドの反乱』は,クロ
ムウェルを酸鼻極める大虐殺-と向かわせる,まさ
しくその根拠を提供し,正当性を付与するものとな
ったのである｡
この 『アイルランドの反乱』は,アイルランドに
おけるプロテスタント支配がカトリックの抵抗や諸
要求によって脅かされるたびに版を重ねた｡1812
年までに,少なくとも第10版まで出ている(53)｡そ
してそれは,アイルランド･カトリックについての
標準的なテクストとして,長さにわたってプロテス
タントたちに読み継がれたのであった(54)｡われわ
れは,こうしたサー ･ジョンの思想がテンプルにど
のような影響を与えたかを考察するであろう｡
さて,これ以降のサー ･ジョンの経歴を瞥見して
おこうC監禁を解かれてイングランドに戻ったサ
ー ･ジョンが,1646年から48年まで ｢長期議会｣
の庶民院議員を務めたことはすでに述べたとおりで
ある｡彼は48年12月に,王との妥協を図ろうとす
る議会多数派と共同歩調をとった｡このことは,サ
ー ･ジョンがチャールズ1世を批判しながらも,急
進的な共和主義には与しえず,中庸こそが彼の基本
的な考え方であったことを意味している｡だがその
ために ｢プライドの追放｣の憂き目にあい,5年あ
まり公職から閉め出されることになった｡公職に復
帰したのは53年のことである｡その年の11月,そ
れまでの実績と行政手腕が評価されて,アイルラン
ドのカトリック教徒から没収した土地の処分を検討
する委員に任命された｡そしてそれを皮切りに2,
3の公職を歴任し,やがてアイルランド記録長官と
枢密顧問官のポストに復帰した｡61年にはカーロ
ー州からアイルランド議会に選出されている｡また
73年にはアイルランドの副財務長官に任命され,
晩年にはかなりの財産を築いている (55-｡彼は必ず
しも原則なき日和見主義者ではなかった｡しかしそ
の中道的な政治姿勢のおかげで,チャールズ1世か
らクロムウェル,チャールズ2世へと政権が変わっ
ても重宝され,一時期を除いて政治的に失脚するこ
とはなかったのであった｡死去したのは1677年11
月12日である｡後には3人の息子と1人の娘が残
された｡そのうちの1人がウイリアムであることは
言うまでもない｡
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Haley,AnEnglishDiplomatin theLow
Countries,ppA15.
(2巧 この時代のアイルランドの住民は,主として4
つのグループから構成されていた｡第 1に,ケル
ト系の土着アイルランド人である ｢オール ド･ア
イリッシュ｣あるいは ｢ミア ･アイリッシュ｣
(Merelrish),第2に,12世紀以来のノルマン系
イングランド人で,多 くは結婚によって土着アイ
ルランド人と同化している ｢オールド･イングリッ
シュ｣,第 3に,16世紀中葉以降イングランドか
ら入植 してアイルランドに定着した ｢ニュー ･イ
ングリッシュ｣(NewEnglish)とスコットランド
からの移住者,第4に,アイルランド総督に代表
されるイングランド人行政官たちである｡政治
的 ･宗教的には,第 1のグループはアイルランド
におけるイングランド王権の正統性を認めないカ
トリック (ただし,彼らのすべてが必ずしもイン
グランド王に不忠であったわけではない｡その点
については,山本正 ｢ジェントルマンになりきれ
なかったアイルランド人たち-アイルランドの
『イングランド化』と1641年アルスタ蜂起の首謀
者たち｣[山本正編 『ジェントルマンであること
一その変容とイギリス近代』刀水書房,2000年]
61-79頁を参照),第2のグループのオール ド･イ
ングリッシュは,イングランド王権に忠誠を誓い
ながらも,信仰面ではオール ド･アイリッシュと
同 じくカ トリック (この点に関しては,Aidan
Clarke,TheOldEnglishinIreland,1625-42
【Ithaca,N.Y∴ComelUniversityPress,1966】;Alan
Ford了"FirmCatholics'orL`oyalSubjects'?
ReligiousandPoliticalAlegianceinEarly
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Seventeenth-CenturyIreland,"inPolitical
DiscourseinSeventeenth-andEighteenth-
CenturyIreland,ed.D.GeorgeBoyce,Robert
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York:Palgrave,2001],pp,1-31を参照),第3のグル
ープのニュー ･イングリッシュは,政治的にも宗
教的にもイングランドの王権に忠実な国教徒,そ
してスコットランドからの移住者は長老派,第4
のグループは国王行政官としてのエリー ト支配層
で,宗教的には言うまでもなくアングリカンであ
った｡
これらのうち,人口の圧倒的多数を占めたのは
第 1と第2のグループであった｡もっとも,17
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パーセントにすぎなかったイングランドとスコッ
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シュであった｡オールド･イングリッシュは,伝
仰を同じくするにもかかわらず,当初はこの蜂起
にたいして批判的であった｡しかし,ダブリンの
総督府が同じカトリックという理由からオール
ド･イングリッシュをも危険視し,彼らに厳しい
措置をとるようになると,イングランド国王に忠
実なオールド･イングリッシュもしだいに反乱者
の側に加わるようになった｡かくして,アイルラ
ンドの一地方に起こった武装蜂起は,やがて全島
規模の大反乱へと拡大していったのである｡
この武装蜂起の原因や背景等に関する研究は数
多くある｡なかでも,M.Perceval-Maxwel,The
OutbreakoftheIushRebelionof1641(Montreal
&Kingston:McGil-Queen'sUniversityPress,1994)
は必読である｡蜂起の起源を,アイルランド,イ
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(1984),5-18;idem,"TheEndofanEra:UIster
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(33) アイルランド･カトリック同盟との和平交渉お
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がら反乱のプロセスや性格を解明しようとした研
究に以下のものがある｡NicholasCanny,`The
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